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今
あ
な
た
は
疲
れ
果
て
、

生
き
る
気
力
を
失
く
し
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

そ
ん
な
時
ち
ょ
っ
と
屋
外
に
出
て
、

今
は
春
で
伸
び
始
め
て
い
る
路
傍
の

一
本
の
草
に
で
も
目
を
注
ぎ
、

じ
っ
と
見
つ
め
て
ご
ら
ん
に
な
る
と
い
い
。

一
本
の
名
も
知
れ
ぬ
草
な
が
ら
、

そ
れ
な
り
の
「
生
命
力
」
と
し
て

力
強
く
成
長
し
て
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
し
こ
の
草
か
ら
、
あ
な
た
が

あ
な
た
自
身
の
中
に
働
い
て
い
る
「
生
命
力
」
を

目
覚
め
さ
せ
ら
れ
る
な
ら
、

こ
の
草
一
本
で
も
、
そ
れ
な
り
に
本
当
の
「
生
き
る
意
味
」
が

あ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

人
間
の
「
生
き
る
意
味
」
と
い
う
の
も
、

そ
ん
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

—

櫛
谷
宗
則 

編

 

『
増
補
改
訂 

禅
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
─
内
山
興
正
老
師
の
言
葉
』よ
り

52019年



特
集

＝ 〈
徹
底
比
較
〉
曹
洞
宗
と
臨
済
宗 

二
つ
の
禅
、　

こ
こ
が
違
う

日
本
仏
教
が
ほ
こ
る
二
つ
の
禅
門
、
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
。
こ
の
特
集
で
は
、
人
物
・
宗
門
の
歴
史
と
現
在
・

教
義
・
実
践
の
あ
り
方
と
い
う
四
つ
の
切
り
口
で
両
宗
を
比
較
し
、相
違
点
と
共
通
点
と
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
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能の
う

　

忍に
ん

 

大お
お

塚つ
か

　

日に
っ

正し
ょ
う

獅
子
吼
会
　

導
師

　
「
此
世
界
を
ば
娑し
ゃ

婆ば

と
名な
づ

く
、
娑
婆
と
申も
う
す

は

忍
と
申
す
事
也
。
故
に
佛
を
ば
能
忍
と
名
け
た

て
ま
つ
る
」
＝
日
蓮
＝

　

苦
し
み
多
き
こ
の
世
。
何
事
も
己
を
鍛
え
る

試
練
と
思
い
を
変
え
、
柔
和
な
心
で
受
け
容
れ
、

能よ

く
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

花
は
、
咲
く
ま
で
に
は
一
朝
一
夕
、
簡
単
な

も
の
で
は
な
い
。
日
照
り
、
風
雨
、
雪
な
ど
に

耐
え
忍
び
、
や
が
て
咲
か
せ
る
の
で
す
。

　

人
間
も
同
様
。
い
か
な
る
苦
し
み
、
悲
し
み

に
遭
お
う
と
も
、
逃
げ
ず
、
受
け
容
れ
、
耐
え
、

い
つ
か
己
の
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の
で
す
。
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執筆者一覧
  （五十音順）

足あ

立だ
ち　

宜ぎ

了り
ょ
う

安あ
ん

藤ど
う　

嘉よ
し

則の
り

石い
し

井い　

清き
よ

純ず
み

宇う

野の　

全ぜ
ん

智ち

小お

川が
わ　

太た
い

龍り
ゅ
う

笠か
さ　
龍り

ょ
う

桂け
い

川か
わ

口ぐ
ち　

高こ
う

裕ゆ
う

小こ

早ば
や

川か
わ

浩こ
う

大だ
い

佐さ

藤と
う　

秀し
ゅ
う

孝こ
う

菅す
が

原わ
ら　

研け
ん

州し
ゅ
う

西に
し

村む
ら　

惠え

学が
く

服は
っ

部と
り　

雅が

昭し
ょ
う

細ほ
そ

川か
わ　

晋し
ん

輔す
け

安や
す

永な
が　

祖そ

堂ど
う

日本仏教がほこる二つの禅門、曹洞宗と臨済宗。
この特集では、

「人物」「宗門の歴史と現在」「教義」「実践のあり方」
の４つの切り口で両宗を比較し、相違点と共通点とを明らかにします。

曹洞宗と臨済宗

駒
澤
大
学
教
授

特
集

徹 底 比 較

─二つの禅、ここが違う─

美
濃
加
茂
市
正
覺
寺
住
職

駒
沢
女
子
大
学
教
授

駒
澤
大
学
教
授

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

専
任
研
究
員

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

専
任
研
究
員

臨
済
宗
方
広
寺
派
管
長

臨
済
宗
妙
心
寺
派
龍
雲
寺
住
職

愛
知
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

名
古
屋
市
梅
蕚
院
住
職

（
公
財
）
禅
文
化
研
究
所
主
幹

臨
済
宗
建
長
寺
派
東
学
寺
住
職

花
園
大
学
文
学
部
仏
教
学
科

専
任
講
師

愛
知
学
院
大
学
准
教
授

一
宮
市
・
耕
雲
院
住
職
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【
第
一
部
】
人 

物

《徹底比較》曹洞宗と臨済宗

滴て
き

水す
い

宜ぎ

牧ぼ
く

（
一
八
二
二
〜
一
八
九
九
）

─ 

十
九
歳
の
時
、
岡

山
・
曹
源
寺
の
儀ぎ

山さ
ん

善ぜ
ん

来ら
い

に
入
門
。
入
門
し
て
間
も
な
い
あ
る
日
、

師
匠
が
風
呂
場
か
ら
「
湯
が
熱
い
」
と
言
う
の
で
手
桶
を
持
っ
て

井
戸
に
水
を
汲
み
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
手
桶
に
水
が
わ
ず
か
に

残
っ
て
い
た
。
何
気
な
く
そ
こ
ら
へ
捨
て
て
、
新
し
い
水
を
汲
ん

で
き
た
。
そ
の
様
子
を
師
匠
が
見
て
、「
ど
う
し
て
残
っ
た
水
を
草

木
に
か
け
て
や
ら
ん
の
か
！
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
滴
の

水
と
い
う
意
味
の
「
滴
水
」
と
自
ら
号
し
て
修
行
を
重
ね
、
後
に

天
龍
寺
派
管
長
を
務
め
る
。
山
岡
鉄
舟
の
参
禅
の
師
で
も
あ
る
。

釈し
ゃ
く

宗そ
う

演え
ん

（
一
八
五
九
〜
一
九
一
九
）

─ 

十
二
歳
か
ら
京
都
・
妙

心
寺
で
修
行
。
二
十
五
歳
と
い
う
破
格
の
若
さ
で
印い
ん

可か

を
受
け
た

後
、
福
澤
諭
吉
の
い
た
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
。
三
十
四
歳
で
鎌
倉
・

円
覚
寺
の
管
長
に
就
任
。
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

世
界
一
周
旅
行
を
し
た
り
、
鈴
木
大
拙
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
出
し

た
り
と
、
臨
済
禅
の
国
際
化
に
大
き
な
功
績
を
遺
し
た
。
歌
人
の

佐
佐
木
信
綱
に
就つ

い
て
和
歌
を
学
ぶ
。「
心
よ
り
や
が
て
こ
こ
ろ
に

伝
ふ
れ
ば　

さ
く
花
と
な
り
鳴
く
鳥
と
な
る
」
に
は
禅
の
高
い
境

地
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗
の
近
現
代
の
名
僧
は

臨
済
宗
の
近
現
代
の
名
僧
は

曹
洞
宗

臨
済
宗

⑥ 近現代の名僧

近
代
の
曹
洞
宗
は
、
明
治
維
新
時
に
お
け
る
神
仏
分
離
・
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くへ

の
対
応
が
ま
ず
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
と
し
て
突
き
付
け
ら
れ
、
同

時
に
宗
派
の
近
代
化
も
模
索
さ
れ
た
。

そ
の
意
味
で
、
維
新
時
に
永
平
寺
六
〇
世
と
し
て
碩せ
き

徳と
く

会
議
を

主
催
し
て
積
極
的
に
宗
派
を
牽け
ん

引い
ん

し
よ
う
と
し
た
臥が

雲う
ん

童ど
う

龍り
ゅ
う（

一

七
九
六
〜
一
八
七
〇
）
や
、
六
一
世
と
し
て
總
持
寺
と
の
対
立
を
終

わ
ら
せ
た
久こ

我が

環か
ん

渓け
い

（
一
八
一
七
〜
一
八
八
四
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。
ま
た
、
維
新
後
に
五
院
輪
住
制
を
廃
止
し
た
總
持
寺

で
は
、
独ど
く

住じ
ゅ
う

一
世
と
し
て
晋
住
し
た
諸も

ろ

嶽た
け

奕え
き

堂ど
う

（
一
八
〇
五
〜
一
八

七
九
）
や
、
独
住
二
世
の
畔あ

ぜ

上が
み

楳ば
い

仙せ
ん

（
一
八
二
五
〜
一
九
〇
一
）
が
、

總
持
寺
の
近
代
化
を
通
し
て
宗
派
全
体
の
近
代
化
促
進
に
寄
与
し

た
。
特
に
畔
上
は
、『
修し
ゅ

証し
ょ
う

義ぎ

』
編
纂
時
の
曹
洞
宗
管
長
で
あ
り
、

現
代
ま
で
そ
の
影
響
は
大
で
あ
る
。
な
お
、
畔
上
が
貫か
ん

首し
ゅ
で
あ
っ

た
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
一
三
日
に
能
登
の
總
持
寺
は
ほ

ぼ
全
山
を
焼
失
し
、
独
住
四
世
の
石い
し

川か
わ

素そ

童ど
う

（
一
八
四
二
〜
一
九
二

〇
）
の
代
に
、
現
在
の
横
浜
市
鶴
見
区
内
へ
と
移
転
し
た
。

永
平
寺
六
三
世
の
滝た
き

谷や

琢た
く

宗し
ゅ
う（

一
八
三
六
〜
一
八
九
七
）
は
宗
務

局
総
監
時
代
に
は
『
曹
洞
宗
宗
制
』
を
、
永
平
寺
貫
首
時
代
に
は
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山や
ま

本も
と

玄げ
ん

峰ぽ
う

（
一
八
六
六
〜
一
九
六
一
）

─ 「
白
隠
の
再
来
」
と
言

わ
れ
た
名
僧
で
あ
る
。
師
の
教
え
は
「
性
し
ょ
う

根ね
っ

玉た
ま

を
磨
け
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
時
の
首
相
・
鈴
木
貫
太

郎
に
対
し
「
耐
え
が
た
き
を
耐
え
、
忍
び
が
た
き
を
忍
ん
で
…
」

と
い
う
書
簡
を
送
る
。
こ
れ
が
終
戦
を
告
げ
る
玉
音
放
送
で
使
わ

れ
た
と
い
う
。
ま
た
あ
る
時
、
将
棋
の
升
田
幸
三
名
人
が
、
師
の

後
ろ
姿
を
見
て
、「
ホ
ン
マ
モ
ン
の
名
人
だ
」
と
唸
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
こ
こ
に
磨
き
上
げ
ら
れ
た
性
根
玉
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

山や
ま

田だ

無む

文も
ん

（
一
九
〇
〇
〜
一
九
八
八
）

─ 

十
三
歳
、
生
ま
れ
故

郷
（
愛
知
県
の
山
間
地
）
を
出
て
早
稲
田
中
学
に
進
む
。
法
律
家
を

目
指
す
が
、「
世
を
救
う
の
は
釈
尊
の
教
え
で
あ
る
」
と
目
覚
め
、

仏
教
の
世
界
へ
。
厳
し
い
修
行
中
に
結
核
を
患
う
。
療
養
中
の
あ

る
日
、「
風
と
は
何
だ
っ
た
か
？
」
と
疑
問
を
持
ち
、「
大
い
な
る

も
の
に
い
だ
か
れ
あ
る
こ
と
を　

け
さ
ふ
く
風
の
す
ず
し
さ
に

知
る
」
と
悟
る
。
以
来
、
結
核
を
克

服
し
、
妙
心
寺
、
天
龍
寺
で
修
行
す

る
。
妙
心
寺
派
管
長
、
花
園
大
学
学

長
、
禅
文
化
研
究
所
初
代
所
長
な
ど

を
歴
任
。
平
易
な
説
法
と
著
作
で
数

多
の
衆し
ゅ

生じ
ょ
うを
済さ

い

度ど

し
た
。 

（
服
部
）

山
田
無
文

『
修
証
義
』
を
編
集
し
、
六
四
世
の
森も

り

田た

悟ご

由ゆ
う

（
一
八
三
四
〜
一
九
一

五
）
は
『
洞と

う

上じ
ょ
う

行ぎ
ょ
う

持じ

軌き

範は
ん

』
編
集
を
管か

ん

掌し
ょ
うし

て
宗
門
行
持
の
近
代

化
を
図
る
な
ど
し
、
宗
派
全
体
へ
の
影
響
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

總
持
寺
独
住
三
世
の
西に
し

有あ
り

穆ぼ
く

山ざ
ん

（
一
八
二
一
〜
一
九
一
〇
）
は
、
江

戸
時
代
以
前
の
諸
註
釈
を
自
由
自
在
に
用
い
て
『
正
法
眼
蔵
』
提

唱
の
近
代
化
を
成
し
遂
げ
、『
正
法
眼
蔵
啓け
い

迪て
き

』
や
『
正
法
眼
蔵
開

講
備
忘
』
な
ど
の
成
果
を
残
し
、
法は
っ

嗣す

の
岸き

し

澤ざ
わ

惟い

安あ
ん

（
一
八
六
五
〜

一
九
五
五
）
も
ま
た
『
正
法
眼
蔵
全
講
』
の
提
唱
を
通
し
て
、
曹
洞

宗
近
代
宗
学
の
成
立
と
展
開
に
影
響
を
与
え
た
。

教
育
で
は
、
元
々
昌
し
ょ
う

平へ
い

坂ざ
か

学
問
所
で
儒
学
や
医
学
を
学
ん
で
い

た
原は
ら

坦た
ん

山ざ
ん

（
一
八
一
九
〜
一
八
九
二
）
が
出
家
し
て
風ふ

う

外が
い

本ほ
ん

高こ
う

の
下
で

大
悟
し
、
後
に
東
京
帝
国
大
学
印
度
哲
学
科
の
最
初
の
講
師
と
な

り
、
門
下
に
は
布
教
の
近
代
化
を
図
っ
た
大お
お

内う
ち

青せ
い

巒ら
ん

居こ

士じ

（
一
八
四

五
〜
一
九
一
八
）
も
出
し
た
。
ま
た
禅
学
研
究
の
近
代
化
を
図
り
駒

澤
大
学
の
初
代
学
長
と
な
っ
た
忽ぬ
か
り
や

滑
谷
快か

い

天て
ん

（
一
八
六
七
〜
一
九
三

四
）
や
、
忽
滑
谷
に
対
し
「
正

し
ょ
う

信し
ん

論
争
」
を
仕
掛
け
た
原は

ら

田だ

祖そ

岳が
く

（
一
八
七
一
〜
一
九
六
一
）、
駒
澤
大

学
で
の
参
禅
に
多
大
な
る
影
響

を
残
し
て
い
る
澤さ
わ

木き

興こ
う

道ど
う

（
一
八

八
〇
〜
一
九
六
五
）
な
ど
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。 

（
菅
原
）

澤
木
興
道
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山や
ま

岡お
か

鉄て
っ

舟し
ゅ
う（

一
八
三
六
〜
一
八
八
八
）

─ 

江
戸
幕
府
の
幕
臣
。

江
戸
城
無
血
開
城
の
立
役
者
。
西
郷
隆
盛
が
「
無
我
無
私
の
忠

胆
な
る
人
と
は
山
岡
さ
ん
の
如
き
人
で
し
ょ
う
」
と
評
し
た
。
剣

道
・
書
道
の
達
人
で
あ
り
、
ま
た
毎
夜
二
時
ま
で
坐
禅
す
る
な
ど

禅
に
心
を
砕
く
。
天
龍
寺
の
滴
水
和
尚
に
参
禅
し
印
可
を
得
る
。

そ
の
境
地
か
ら
「
晴
れ
て
よ
し
曇
り
て
も
よ
し
不ふ

二じ

（
富
士
）
の

山　

元
の
姿
は
か
は
ら
ざ
り
け
り
」
と
本
来
の
面
目
を
詠
い
上
げ

る
。
東
京
・
谷
中
の
全ぜ
ん

生し
ょ
う

庵あ
ん

建
立
に
力
を
尽
く
し
た
。

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）

─ 

文
豪
。
小
説
『
門
』

で
は
、
主
人
公
・
宗そ
う

助す
け

（
漱
石
と
音
が
似
て
い
る
の
が
興
味
深
い
）
に

自
ら
の
参
禅
体
験
を
重
ね
て
い
る
。
作
中
で
宗
助
が
「
父ふ

母ぼ

未み

生し
ょ
う

以
前
本
来
の
面
目
」
と
い
う
公
案
を
も
ら
う
が
、
こ
れ
は
実

際
に
漱
石
自
身
が
円
覚
寺
・
釈
宗
演
老
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
晩
年
至
っ
た
「
則そ
く

天て
ん

去き
ょ

私し

」
の
境
地
に

も
禅
の
息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

川か
わ

上か
み

哲て
つ

治は
る

（
一
九
二
〇
〜
二
〇
一
三
）

─ 

プ
ロ
野
球
選
手
・
監

督
。
現
役
引
退
後
、
日
本
テ
レ
ビ
社
長
・
正
力
松
太
郎
氏
の
勧
め

で
、
岐
阜
・
正
眼
寺
の
梶
浦
逸い
つ

外が
い

老
師
に
参
禅
す
る
。
以
来
、
コ

⑦ 近現代の著名な参禅者

曹
洞
宗
に
お
け
る
近
現
代
の
著
名
な
参
禅

者
は

臨
済
宗
に
お
け
る
近
現
代
の
著
名
な
参
禅

者
は

曹
洞
宗

臨
済
宗

曹
洞
宗
は
、
臨
済
宗
と
比
べ
て
「
居こ

士じ

禅ぜ
ん

」
が
盛
ん
と
は
い
え

な
い
。
よ
っ
て
、
近
現
代
で
は
各
地
の
坐
禅
会
に
多
く
の
参
加
者

が
い
る
反
面
、
あ
え
て
紹
介
す
る
べ
き
名
前
を
出
し
づ
ら
い
。

ま
た
、
曹
洞
宗
の
参
禅
者
の
傾
向
と
し
て
、
結
局
は
本
人
が
出

家
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
々
見
ら
れ
る
。
一
時
は
熱
心
に
参
禅

し
て
い
た
弟で

子し

丸ま
る

泰た
い

仙せ
ん

（
一
九
一
四
〜
一
九
八
二
）
は
澤
木
興
道
の

下
で
出
家
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
国
際
布
教
に
尽
力
し
、『
正
法

眼
蔵
』
や
『
永
平
広
録
』
の
研
究
・
提
唱
で
知
ら
れ
た
西に
し

嶋じ
ま

和か
ず

夫お

（
一
九
一
九
〜
二
〇
一
四
）
も
参
禅
者
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
た
が
、

出
家
し
て
愚ぐ

道ど
う

と
名
乗
っ
た
。

海
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ッ
プ
ル
社
を
創
始
し
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
（
一
九
五
五
〜
二
〇
一
一
）
が
、
乙お

と

川か
わ

（
知ち

野の

）
弘こ

う

文ぶ
ん

（
一
九
三
八
〜
二
〇
〇
二
）
と
交
流
を
持
ち
参
禅
し
て
い
た
と
も
い
う

が
、
現
在
で
も
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
の
社
員
が
ア
メ
リ
カ
の
曹
洞
宗
寺

院
や
禅
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
参
禅
す
る
姿
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

著
名
な
参
禅
者
と
し
て
紹
介
す
る
場
合
、
同
時
に
『
正
法
眼

蔵
』
参
究
に
尽
力
し
成
果
を
残
し
た
人
と
し
て
お
き
た
い
。
そ
の

よ
う
な
人
を
二
人
挙
げ
る
。
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ー
チ
・
監
督
生
活
二
十
年
間
、
休
む
こ
と
な
く
接せ

っ

心し
ん

（
集
中
修
行
）

に
通
う
。
現
役
時
代
は
「
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
の
は
自
分
だ
」

と
い
う
自
負
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
参
禅
に
よ
り
「
プ
ロ
野
球

の
精
神
は
、
感
謝
と
報
恩
の
精
神
で
あ
る
」「
得
る
は
捨
て
る
に
あ

り
」
な
ど
と
開
眼
。
球
禅
一
味
の
野
球
道
を
邁
進
し
、
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
を
Ｖ
９
へ
と
導
い
た
名
将
で
あ
る
。

中な
か

曽そ

根ね

康や
す

弘ひ
ろ

（
一
九
一
八
〜
）

─ 

第
71
代
内
閣
総
理
大
臣
。
氏

の
持
論
は
「
政
治
家
は
そ
の
国
の
文
化
の
体
現
者
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
も
の
。
俳
句
を
好
ん
で
詠
み
、
総
理
在
任
中
、

ど
ん
な
に
多
忙
で
も
日
曜
日
に
は
必
ず
東
京
・
谷
中
の
全
生
庵
で

坐
禅
に
励
ん
だ
。
内
外
政
治
の
厳
し
い
場
面
で
、
禅
の
境
地
が
大

い
に
役
立
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
政
界
で
は
安
倍
晋
三
現
総
理

も
同
じ
全
生
庵
で
坐
禅
を
組
ん
で
い
る
。

稲い
な

盛も
り

和か
ず

夫お

（
一
九
三
二
〜
）

─ 

京
セ
ラ
創
業
者
。
我
が
国
を
代

表
す
る
経
営
者
で
あ
り
な
が
ら
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
、
京

都
・
円
福
寺
の
西
片
擔た
ん

雪せ
つ

老
師
（
後
に
妙
心
寺
派
管
長
）
に
就
き
剃て

い

髪は
つ

得
度
す
る
。
修
行
僧
と
共
に
厳
し
い
修
行
も
実
践
し
た
。
托
鉢

で
ご
婦
人
か
ら
百
円
玉
の
喜
捨
を
い
た
だ
い
た
時
に
全
身
を
貫
く

よ
う
な
幸
福
感
を
得
た
と
述
懐
さ
れ
る
。「
世
の
た
め
人
の
た
め
に

尽
く
す
こ
と
が
人
間
と
し
て
最
高
の
行
為
」
と
い
う
稲
盛
氏
の
信

念
が
窺
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

（
服
部
）

一
人
目
は
、
東
京
帝
国

大
学
医
学
部
教
授
で
あ
り

な
が
ら
「
碧へ
き

潭た
ん

会か
い

」
を
組

織
し
て
参
禅
し
、『
正
法
眼

蔵
釈
意
』（
全
四
巻
）
を
提

唱
し
た
橋は
し

田だ

邦く
に

彦ひ
こ

（
一
八
八

二
〜
一
九
四
五
）
で
あ
る
。「
科
学
す
る
心
」
を
通
し
て
諸
事
象
を
正

し
く
観
察
す
る
こ
と
が
、
同
時
に
道
元
禅
師
の
正
法
眼
に
契か
な

う
と

し
、「
全
機
性
」
な
ど
の
用
語
を
駆
使
し
て
科
学
と
宗
教
的
実
践
と

の
融
合
を
図
っ
た
人
で
あ
っ
た
。

二
人
目
は
、
彦
根
高
等
商
業
学
校
（
現
在
の
滋
賀
大
学
経
済
学
部
）

教
授
で
あ
っ
た
秋あ

き

山や
ま

範は
ん

二じ

（
一
八
九
三
〜
一
九
八
〇
）
で
あ
る
。
自
ら

「
白
雲
会
」
を
主
催
し
て
参
禅
を
進
め
る
一
方
で
、『
道
元
の
研
究
』

（
岩
波
書
店
・
昭
和
一
〇
年
）
や
『
道
元
禅
師
と
行
』（
山
喜
房
仏
書
林
・

昭
和
一
五
年
）
な
ど
を
世
に
問
い
、
西
洋
哲
学
を
も
っ
て
道
元
禅
師

の
思
想
を
研
究
す
る
と
い
う
方
法
論
を
確
立
し
た
人
と
評
す
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。

二
人
と
も
、
そ
れ
ま
で
和わ

辻つ
じ

哲て
つ

郎ろ
う

（
一
八
八
九
〜
一
九
六
〇
）
な

ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
、
宗
派
外
で
の
道
元
禅
師
や
『
正
法

眼
蔵
』
へ
の
研
究
を
、
更
に
盛
ん
に
す
る
流
れ
を
作
っ
た
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

（
菅
原
）

橋
田
邦
彦


